




取り外しができませんのでご注意ください。

受信機RD-210のUPまたはDOWNを押し、使用環境に発射されている周波数が無いか

確認する。LEDが止まったところは近くでＤ型の電波が使用されている可能性があるので

使用を避ける。使用されていると思われるCHを除き、同一グループ内で、任意の1波を

決めて、送信機RD-209のG-CHを決める。

⑮アンテナは技術基準により取り外し出来ません。
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●アンテナ
　⑭アンテナはλ/4ヘリカルアンテナを標準にしています。コネクタはSMA（50Ω）です。
　322MHz帯に適応するものであれば交換は可能ですが、純正品をお勧め致します。

●イヤホン出力
　⑫イヤホン出力は0.1mW（適合インピーダンス8Ω～32Ω）です。
　インピーダンスが適合しないと適正レベルが得られない場合があります。又、レベルアップの
　為にボリュームを上げ過ぎると、音割れや、電池を早く消耗する要因となります。

5)LOCK（誤作動防止）
　⑮LOCKスイッチを倒すと、チャンネルが固定し、すべてのキー（Key）は動かなくなる

4)TUNE
　使用環境の中で、使用中の周波数は⑦TUNE LEDが点灯する。

3-3.AUTOmode(GOLFmode）
　　 POWERを入れ⑤A・SCANキーを長押し(１秒以上)すると、⑥AUTOが点灯しSCANが
　　 開始される。電波を自動でキャッチするとTUNE LEDが点灯し、SCANを停止する。
　　 「その後、電波の強さが弱くなると」、次の電波を自動的にSCANする。
　　 ゴルフ場などの送信エリアをまたぐ際に利用できる。
　　 なお、AUTO modeのSCANは全SCANなので、注意が必要です。
　　 　　※通常はMANUALmode、またはSCAN UP/DOWN modeを必ずご利用ください。　　 　　※通常はMANUALmode、またはSCAN UP/DOWN modeを必ずご利用ください。

3-2.SCAN UP/DOWN mode
　　 UPキーまたはDOWNキーのいずれかを長押し(0.5秒以上)することにより、SCANを開始。
　　 発射されている電波を自動でキャッチするとTUNE LEDが点灯し、SCANを停止する。
　　　　 ※LED表示…G・CH、TUNEのLEDは常時点灯する。

G・CH表示…UP/DOWNを操作して任意の G・CHにセットすると、LEDが点灯する。
　※G・CHが決定したら、⑮LOCK Keyを入れておくと誤作動を防止できる。

3-1.MANUALmode
　　 ⑩ＵＰまたは⑪DOWNキーを軽く押すとマニュアルで⑧G(グループ)・CH(チャンネル)を
　　 設定することができる。

3)3つのモード
　MANUALmode　　SCAN UP/DOWN mode　　AUTO mode

2)パワースイッチ
　③POWER（電源スイッチ）を1秒以上長押しすると④POWER LED（赤色）が点灯する。
　ラストチャンネルメモリーの G、CHのLEDが点灯。1秒以上長押しするとOFFする。
　使用電池の状況により、POWER LEDは下記のように推移します。
　　　　　　　　　十分な電源電圧がある場合→点灯
　　　　　　　　　電池交換時期→遅い点滅
　　　　　　　　　直ぐに利用停止→早い点滅　　　　　　　　　直ぐに利用停止→早い点滅
※なるべく早めの電池交換、また、定期的にアルコールによる電池端子のクリーニング
　をお勧めします。

●使用方法

1)電源
　①電池蓋を矢印の方向にスライドして開ける。
　②バッテリーBOXにアルカリ単Ⅲ乾電池×1本を、マイナス極を先端にして入れ蓋を閉める。
　　バッテリーBOX内のバネがある方がマイナスです。
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※ஜೞȷオプシȧȳのˁಮӏびٳᚇはોᑣのため、ʖԓなく٭୼することが
　ありますが、ごʕ১ください。

◆RD-210 ˁ ಮ

ԗඬૠ　　　　　　　ཎݱܭᩓщ　Ჾ74　׹MHz࠘
チȣȳネȫૠ　　　　Ხチȣȳネȫ
コȳパȳダ　　　　　1/2ן጑
ᩓ්　　　　　　　　1.5V᝟ᒵ　8Ω　0.1mWЈщ଺
バッテȪȸസ᣽ᘙᅆ　LEDໜ๒
ਤዓ଺᧓　　　　　　ᲫᲪ଺᧓ˌɥᲢアȫカȪᲣࠝภ25℃においてਤዓ଺᧓　　　　　　ᲫᲪ଺᧓ˌɥᲢアȫカȪᲣࠝภ25℃において
スケȫチ　　　　　　ϋᢿでᚨܭ
ᩓเ　　　　　　　　ҥⅢ×1ஜ
75mmᲢHᲣ×50mmᲢWᲣ×22mmᲢDᲣ　　　　　　　　࢟ٳ
᣻᣽　　　　　　　　59᳡Ტஜ˳のみᲣ

◆RD-223ˁ ಮ

λщȬșȫ　　　　　MICᲷᲧ70dB᳸ Ყ30dB
　　　　　　　　　　LINEᲷᲧ36dB᳸ Ქ4dB
λщイȳピȸダȳス　MIC/LINEᲷ600Ω
ЈщȬșȫ　　　　　Ყ20dBm
Јщイȳピȸダȳス　600Ω
ԗඬૠཎࣱ　　　　　50Hz᳸ 15KHzԗඬૠཎࣱ　　　　　50Hz᳸ 15KHz

◆RD-209 ˁ ಮ

ᆰɶዴᩓщ　　　　　10᳧ W
ԗඬૠ　　　　　　　ཎݱܭᩓщ　Ჾ74　׹MHz࠘
ႆਰ૾ࡸ　　　　　　PLLԗඬૠシȳセサイザȸ
コȳパȳダ　　　　　1/2ן጑
ᩓ්　　　　　　　　ʑᩓ൷̅ဇ଺Ჴ3V　/　ٳᢿᩓเ̅ဇ଺Ჴ12V
ෞᝲᩓ්　　　　　　100mA̩ ɦᲢʑᩓ൷、ٳᢿᩓเᲣෞᝲᩓ්　　　　　　100mA̩ ɦᲢʑᩓ൷、ٳᢿᩓเᲣ
バッテȪȸസ᣽ᘙᅆ　LEDໜ๒
LINEλщコネクタ　　XLR32Ⴛ࢘
MICコネクタ　　　　Optionケȸブȫ
　　　　　　　　　　HRS4PᲢཎഷᲣȯイȤȬスȞイクケȸブȫ
　　　　　　　　　　ピȳȞイクケȸブȫᲢファȳタȠ̓ዅᲣ
　　　　　　　　　　TSPȷRAMSAȷSANKENȷSENHEISER
λщȬșȫ　　　　　Ყ60、Ქ4dBλщȬșȫ　　　　　Ყ60、Ქ4dB
ਤዓ଺᧓　　　　　　8଺᧓ˌɥᲢアȫカȪᲣࠝภ25℃において
ᩓเ　　　　　　　　ҥⅢ×2ஜ
12V　　　　ןᢿᩓเᩓٳ
62mmᲢHᲣ×122mmᲢWᲣ×28mmᲢDᲣ　　　　　　　　࢟ٳ
᣻᣽　　　　　　　　330gᲢஜ˳のみᲣ
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